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乳用雌育成牛のペ レニアル ライグラス草地 における集約放牧 による発 育効果
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1  は  じ め  に

近年,搾孝L牛中の初産牛割合が増加 し,酪農経営上 ,

初産牛の生産性向上が求められている。 しかし,平均初

産分娩月齢は 27ヶ 月齢,浮L量も 2産以上との比較で

1,000kg以上低い。このことから,初産牛の分娩月齢の

短縮,泌浮L量の増加,生涯生産性の向上さらに資源循環

型酪農の確立の一環として集約放牧を組み入れた効率的

な乳用雌育成牛の飼養管理技術を確立することを目的

に,集約放牧による育成中期牛 (7～ 14ヶ 月齢)の発

育効果について調査したので報告する。

2試 験 方 法

(1)放牧地

造成 2年 目のペ レニアルライグラス草地 80aを用い ,

簡易な電気牧柵により 1牧区 5aの小牧区を設けた。な

お,草地造成は 2000年度に岩手県牧草・飼料作物生産

利用指針に基づき行い,今年度の施肥は 4月 (放牧前)

に 1回 (炭カル 25kノ10a,ヨ ウリン 10kg710a),6月 に 1

回 (草地化成 21120kノ10a)行つた。

放牧草は草高 20cm以下,利用率 60%を 目安に,坪
刈 り調査とプレー ト草量計を用いた計測により回帰式を

算出し生産量および採食量を推定した。

(2)放牧期間

2002年 5月 7日 ～ 10月 1日 の 147日 間、毎日転牧し,

1牧区当たり約 10回利用した。ただし,6月 1日 ～ 20

日頃の気象条件 (平年比で平均気温+03℃ ,降水量 651

%, 日照時間 813%)の 影響による牧草の生育停滞が
考えられたため放牧を中断 した。中断期間は,14日 間

(6月 24日 ～ 7月 7日 )。

(3)供試牛

7～ 9ヶ 月齢の平L用雌育成牛 7頭 (放牧開始時平均体

重 229kg,終了時 376kg)を 用いた。

(4)栄養設計および併給飼料給与

放牧草の毎日の草量調査および定期の栄養成分分析結

果により得られた栄養成分の季節変動 (図 1)に応じて

日本飼養標準・乳牛 (1999年版)を用い,DG1 00kgと し

たときの乾物摂取量,CPお よび TDN充足度合を算出
し,併給飼料として 6月 前半以外の全期間を通 じて市販

育成期用配合飼料 (CP14%,TDN70%)を 現物で lkg/
日およびチモシー乾草を 1～ 鉄ノ日給与 した。

(5)調査項目

発育値 (体重および体高)は 2週間隔で測定 し,ホル
スタイン登録協会標準発育値と比較 した。また,栄養の

過不足の確認のため血液生化学成分を調査した (血液の

採取は 4週間隔で実施 )。

3 試験結果及び考察

① l頭あたり害J当 面積は 071ν 日であるが,放牧草の草
量には季節変動があることにより,1頭 あたり割当草量
は 44～ 8 2kg/日 となった。

放牧草の採食量と併給飼料の採食量を合計し充足率を

検討したところ,DMお よび TDNに おいては 5月 を除
き 100%前後で推移 したが,CPにおいては全期間を通
して 154± 22%と 高い値で推移 した (表 1)。

②血液生化学成分の血中尿素態窒素 (BUN),総 コレス

テロール値 (T‐Cho)を測定したところ 5月 後半～ 6月

前半の BUNがやや低く推移し,5月 中の ■Ch。 はやや
高かつた (表 2)。 これは放牧草の成分値が反映された

ものと考えられた。

③放牧期間の群平均通算 DGは 1 00kgと 良好な増体成
績を示 し (図 2),標準発育値 との比較では体重,体高
とも標準値を上回つた。なお,放牧牛群に過肥の個体は

確認されず,体重/体高比においても,標準値のそれと

同様に推移したことから栄養状態は適正であったと推察

された。初回授精の目安とされている体重 350kgへは平

均 122ヶ 月齢で,ま た体高 125cmへ は平均 113ヶ 月齢

で到達 した (図 3)。 また初回授精は全頭,放牧終了後
に実施 した。正常な発情周期を確認 した後,授精を実施
し,平均初回授精月齢は 136ヶ月齢 (体重 394kg、 体高
129cm),平均受胎月齢は 145ヶ 月齢であつた。
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以上の結果より集約放牧と併給飼料給与の組み合わせ

により十分な発育効果が得られることが示唆され, さら

に牧区面積の変更による割当草量の調整および牧草採食

量の増加を組み入れた栄養設計により,併給飼料の軽減

化・適正化が図られるものと考えられた。また,ペレニ

アルライグラス草地は通常の施肥管理と短草・多回利用

により,生産量の維持ならびに掃除刈り等の管理の軽減

図 1 放牧草の草量および栄養成分の推移

表 1 養分要求量と

化が可能であると考えられた。
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図 2 DGの 推移
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図3 体重、体高および体重/体高比の推移
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